
５ 広報まえばし

〈
病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
で

本
人
ま
た
は
法
定
代
理
人
が
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
場
合
〉

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
人
が
代
理
で
手
続
き
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
次
の
物
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

�
申
請
者
本
人
が
記
入
し
た
カ
ー

ド
交
付
申
請
書
�
代
理
人
と
本
人
の

印
鑑
�
本
人
の
顔
写
真
一
枚
（
写
真

付
き
の
カ
ー
ド
を
申
請
す
る
場
合
の

み
。
六
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
・

正
面
・
無
背
景
で
縦
四
・
五
�
×
横

三
・
五
�
の
大
き
さ
。
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
た
物
も
可
）。

申
請
後
に
そ
れ
が
本
人
の
意
思
に

基
づ
く
も
の
か
を
確
認
す
る
た
め
、

申
請
者
へ
照
会
書
を
郵
送
し
ま
す
。

照
会
書
が
届
い
た
ら
、
申
請
者
本
人

が
必
要
事
項
を
記
入
し
、
代
理
人
が

官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
）
を
用
意
し
て
、
市
民
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
交
付
手
数
料

五
百
円
。

�
有
効
期
限

発
行
日
か
ら
十
年
で
す
。た
だ
し
、

住
所
が
他
市
区
町
村
に
変
わ
っ
た
と

き
は
、
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

□
証
明
書
自
動
交
付
サ
ー
ビ
ス

本
市
で
は
、
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

独
自
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
住
民
票
の

写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
が
自

動
交
付
機
で
交
付
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
自
動
交
付
機
は
市
役
所
一

階
市
民
ロ
ビ
ー
に
設
置
。
平
日
休
日

と
も
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
八

時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

□
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

�
住
民
票
の
写
し
が
ど
こ
で
も

カ
ー
ド
ま
た
は
身
分
証
明
書
で
、

全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
自
分
の

住
民
票
の
写
し
が
取
れ
ま
す
。

�
転
入
・
転
出
手
続
き
が
簡
単
に

他
の
市
区
町
村
へ
引
っ
越
す
場
合
、

カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
一

定
の
事
項
を
記
入
し
た
転
出
届
を
郵

送
す
る
こ
と
で
、
引
っ
越
し
先
の
市

区
町
村
の
窓
口
へ
行
く
だ
け
で
済
み

ま
す
。

�
身
分
証
明
書
に
も

写
真
付
き
の
カ
ー
ド
は
、
公
的
な

身
分
証
明
書
と
し
て
も
利
用
で
き
ま

す
。

�
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
行

政
機
関
へ
の
申
請
や
届
け
出
が
で
き

る
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
、
本

年
度
中
に
開
始
す
る
予
定
で
す
。
住

基
カ
ー
ド
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
必

要
な
電
子
証
明
書
（
本
人
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
も
の
）
を
保
存
す
る

カ
ー
ド
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
「
介
護
保
険
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
介
護
保
険
と
は

現
在
、
本
市
の
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
は
約
五
万
四
千
三
百
人
。

お
よ
そ
五
人
に
一
人
が
高
齢
者
で
す
。

全
国
で
も
、
十
年
後
に
は
四
人
に
一

人
が
高
齢
者
と
い
う
状
況
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
中
、

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み

と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
が
、
介
護

保
険
制
度
で
す
。

□
負
担
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

介
護
保
険
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
の
一
割
を
利
用
者
が

負
担
し
、
残
り
の
九
割
を

保
険
料
と
公
費
で
賄
っ
て

い
ま
す
。

本
市
で
は
、
一
般
会
計

と
は
切
り
離
し
、
保
険
料

と
国
・
県
・
市
の
負
担
金

と
い
う
特
定
財
源
だ
け
で

介
護
事
業
を
行
う
「
介
護

保
険
特
別
会
計
」
を
設
け

て
い
ま
す
。
平
成
十
四
年

度
の
介
護
保
険
特
別
会
計

は
、
約
二
億
三
千
万
円
の

黒
字
決
算
と
な
る
見
込
み
で
す
。

支
出
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

給
付
費
な
ど
、
総
額
百
十
億
七
百
万

円
。
こ
れ
に
対
し
て
収
入
は
、
国
や

県
か
ら
の
負
担
金
な
ど
が
四
十
三
億

六
千
百
万
円
、
社
会
保
険
診
療
報
酬

支
払
基
金
か
ら
の
交
付
金
を
含
め
た

介
護
保
険
料
が
五
十
二
億
一
千
万
円

で
し
た
。
ま
た
、
本
市
で
は
介
護
保

険
特
別
会
計
に
対
し
、
国
で
定
め
ら

れ
た
基
準
に
基
づ
く
負
担
金
な
ど
十

六
億
六
千
七
百
万
円
を
一
般
会
計
か

ら
支
出
。
こ
れ
は
、
市
民
一
人
当
た

り
五
千
八
百
八
十
四
円
負
担
し
て
い

る
計
算
で
す
。

□
保
険
料
の
決
め
方

今
年
三
月
に
介
護
保
険
事
業
計
画

の
見
直
し
を
行
い
、
保
険
料
を
改
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
十
四
年

度
決
算
の
黒
字
見
込
額
を
考
慮
し
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
か
か
る
経
費
と

被
保
険
者
数
な
ど
か
ら
算
出
し
た

も
の
で
、
三
年
ご
と
に
見
直
し
を

し
て
い
ま
す
。

□
困
っ
た
と
き
は
相
談
を

介
護
を
す
る
上
で
大
切
な
こ
と

は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と

で
す
。
困
っ
た
と
き
は
介
護
高
齢

福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
財
政
課
�
８

９
０
―
６
５
４
２
、
介
護
高
齢
福

祉
課
�
８
９
０
―
６
１
３
２
へ
。

※市民１人当たり　5,884　円｛（�－�）÷�｝を負担�

一般会計負一般会計負担金担金・繰入金繰入金�
（市税市税など）�

�－�16億6,750万円�
（うち市負市負担金担金12億9,500万円）�

介護保険特別会計介護保険特別会計�
（介護保険事業介護保険事業）�
�112億3,808万円�

（繰越金除繰越金除く  110億736万円）�

一般会計負担金・繰入金�
（市税など）�

�－�16億6,750万円�
（うち市負担金12億9,500万円）�

介護保険特別会計�
（介護保険事業）�
�112億3,808万円�

（繰越金除く  110億736万円）�

翌年度繰越金　 ２億3,072万円�
施設整備費　　  5,620万円�

�平成15年３月末人口　28万3,398人�

歳出�歳入�

居宅介護サービス�
　50億2,400万円�

特定財源�
�95億7,058万円�

介護保険料�
　　　　　52億970万円�

国庫負担金・補助金�
　　　　25億3,780万円�

県負担金�
　　　　12億9,500万円�
その他　   5億2,808万円�

　うち65歳以上    17億9,470万円�
うち40歳～64歳　34億1,500万円�
（社会保険診療報酬支払基金交付金）� 施設介護サービス�

　52億5,600万円�

介護認定事務費など�
　7億2,736万円�

�

問
い
合
わ
せ
は
市
民
課
�
８
９
０
―
６
１
０
６
へ
。

ざいせい�ざいせい�
分かりやすい�
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みんなで支え合う介護保険制度


